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「ロータリーは分かちあいの心」

★式典
開会点鐘

国歌独唱

ロータリーソング斉唱

物故会員黙祷

クラブ会長挨拶

実行委員長式辞

感謝状贈呈

記念事業発表

RI会長メッセージ披露

来賓祝辞

来賓・来訪クラブ紹介

祝電披露

閉会点鐘



式典風景



★記念講演

国際ロータリー第2790地区パストガバナー（1988～1989）

松戸ロータリークラブ　土屋文化振興財団理事長　土屋亮平先生
※ロータリー暦
国際ロータリー2790地区 松戸ロータリークラブ1963年入会

1988～1989年度パストガバナー

1989年度RI国際ソウル大会副SAA

1994年度RI国際台北大会副SAA

1998年度規定審議会代表議員

ポールハリスフェロー

米山功労者

※近況

「限りなき幾代も同じ初日の出わたる浮世は風にまかせて」

土屋家に伝わる家訓を守りながらロータリー精神・社会奉仕を学び、国際ロータリアンのリーダーとして

ご活躍しております。四つのテストを根底に事業家としても地域社会に貢献、信望を集めておられます。

千葉県松戸市に本拠地にして貸ビル業を営み、札幌アルト株式会社を立ち上げ三越デパートに賃貸。

地元では土屋文化振興財団理事長、千葉市幕張にザ・マンハッタン・ホテル代表取締役会長を務めています。

《 演　題 》私にとってのロータリーとは　・・・現状から脱却するために・・・

★祝賀会

１）歓迎の舞・・・　　　花　柳　　寿美峰代

２）姉妹クラブ協定延長式

３）祝辞４）国際空手道連盟極真会館福島県本部門馬道場

５）乾杯～

～～ 祝　宴 ～～～

６）手に手つないで



白河ロータリークラブとの姉妹クラブ締結更新調印式について

1823年（文政6年）以来170余年ぶりに行田から市民団体（行田RC）の代表が公式訪問をして、

白河の方々と親しくお会いして懇談したのは、1997年（平成9年）の秋も深まった10月のことでした。

それ以来相互に市内名所旧蹟の見学会、例会参加、卓話講師の交換など交流を重ねて親睦を深め、

1998年6月6日、白河ロータリークラブの創立50周年記念式典の際、友好クラブの締結調印を致しました。

その後199９年5月20日行田市において、江戸時代両市において藩主を務めた阿部家の殿様の末裔で

十八代ご当主の阿部正靖様を迎えて、姉妹クラブの締結調印式を行い、いくつかの両クラブによる市民を交えた

共同奉仕事業を発足させました。いずれも共通した歴史感や信頼関係もあって成功裡に推進され、

友好関係を保持しております。

地区内では随一の模範姉妹クラブ関係との評価も頂いております。

そして、この度3回目の姉妹クラブの締結更新が行われることになりました。

去る6月14日（土）白河市のホテルサンルート白河において、３５０名余の来賓、地域関係者、

ロータリー会員を含む出席者が、遠くは和歌山県から来られ行田クラブからも２４名出席し、

白河ロータリークラブ創立５０周年記念式典が開催されました。

佐藤憲一会長から御礼と半世紀に亘る支援者、クラブ会員への労いの言葉や表彰、

そして力強い今後のロータリー活動邁進への抱負など述べられた後、関係者からの祝辞、

国際ロータリー第２７９０地区パストガバナー土屋亮平先生の「私にとってのロータリーとは」―現状から脱却する為に―

と題したロータリーの現況を憂い，初心に帰ったロータリー改革、ロータリアン意識改革を進めなければ、

ロータリーの尊厳は失われロータリーの明日はないとの、痛切な反省をこめた警鐘の記念講演があり、

参加者一同大変感銘を受けました。

その後祝宴会場にて冒頭に富永健男PG,小池英輔PG立会いの下、佐藤憲一、内山俊夫（山本憲作会長代理）

両会長と両クラブ幹事署名による姉妹クラブ締結更新調印式が行われ、会場の参加者の賞賛をいただきました。

祝宴もスピーチ、模範演技や余興も交えて賑々しく進められ、定刻盛会裡に閉宴しました。（文責　渡邉）


